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韓国における洪水被害

事例＆対応策
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被害額 復旧費用

単位：100万ウォン

直近10年間の被害額及び復旧費用の現況直近10年間の被害額及び復旧費用の現況表

区分

被害額

復旧費用

各該当年度の価格基準

単位 ： 百万ウォン

合計 平均



台風

単位 ： 名

豪雨 台風・豪雨 猛暑

直近10年間の原因別人命被害の現況表

区分

豪雨

2018年より、猛暑が自然災害に含まれるようになったため、2018年以降のみ集計。
2018年の猛暑による人命被害状況(48名)は、行政安全部の気候災難対応と提出資料を元に作成し、
2019年～2021年の猛暑による人命被害状況は、統計庁「死亡原因統計」を元に作成している。

合計 平均

単位 ： 名

台風

台風・豪雨

豪雪

猛暑

合計

未 算 定









＜行政区域別 降雨量比較＞

ソウル市 排水システム 設計容量

과거 최대
2010年最大
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早く 統合予報

3時間前
洪水予報

50ヵ所の河川
75ヵ所の地点

*国37、地域13

河川氾濫予報
*専門人材、経験
*河川水位分析

6時間前 洪水予報 179ヵ所河川 223地点
洪水特報地点の運営(2024～)気象庁、豪雨レーダー予測豪雨の活用

河川氾濫＋内水浸水
統合予報



河川 下水道
浸水被害発生(懸念)地域を
「下水道整備 重点管理地域」とし、
下水管整備、ポンプ場設置等、下水道インフラ拡充国河川 整備事業の予算拡大

(既存) 年間3,500億ウォン (2023) 4,510億ウォン

河川空間の拡大 堤防補強

全国の洪水脆弱国河川の構造的な補完

下水道整備事業の予算拡大

(既存) 年間1,000億ウォン (2023) 1,541億ウォン

管径を拡大し
通水能力を向上



応急復旧体制の構築

極限豪雨を備え、応急復旧訓練の実施および、
人材・資材・装備等を迅速に動員できる体制構築(5月)

ダムでの洪水調整

洪水期間中、台風・集中豪雨に常時対応できるよう
適正水位の維持を通じて、洪水調整容量を確保
洪水期間中、台風・集中豪雨に常時対応できるよう
適正水位の維持を通じて、洪水調整容量を確保

20ヵ所 多目的ダムの洪水調整容量（空き空間）

7, 5, 10時基準 59.9億トン

373mmの豪雨を放流せず停留可能











グローバル
ガイドライン

イギリス
マニュアル

IUCN
(国際自然保護連合)



- 河川に古木を置く

- （河川復元、氾濫原復元、河川周りの貯留地等）

- 河川周りの植生及び湿地づくり

- 河川周りの緩衝地帯づくり（土地管理等）

- 都市貯留地、緑地づくり（透水舗装等）

- 河上洗堀防止

- ヨーロッパ方式は限界あり

- 韓国に相応しい対策の開発が必要



韓国における洪水被害事例及び対応策

ありがとうございました
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